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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 
近年，イオン液体が化学，電気化学，バイオサ

イエンス分野で大きな注目を集めている．イオン

液体は，難揮発性，難燃性，高イオン伝導率，広

い電位窓といった特異な性質を示すことから，溶

媒や電解液として研究・開発が行われている

1)
．

しかし，イオン液体の光学特性に関する研究の報

告はわずかであり，不明な点が多い

2)
． 

 本報では，イオン液体の電気光学効果をマッハ

ツェンダー型ヘテロダイン干渉計を用いて測定し

た結果を報告する． 
２２２２．測定原理．測定原理．測定原理．測定原理 
 測定に用いたマッハツェンダー型ヘテロダイン

干渉計の概略図をFig. 1に示す． 

SAZL

PD

PBS

BS M2

M1

LIA1 LIA2

Sig.

Ref. Sig.

θoutput

PC

F.G.
Ref.

SYNC

Routput

Output

ILs cell

FTO

Glass sub.

Spacer

Ionic Liquid

QWP45°

LP45°

 
Fig. 1 Schematic diagram of experimental setup. 

周波数安定化軸ゼーマンレーザ SAZL(λ
0
=632.8 

nm, fbeat =132.6 kHz)からの周波数がわずかに異な

る左・右円偏光は，方位 45°の 1/4波長板QWP45°
により水平・垂直に直交した直線偏光となる．偏

光ビームスプリッタ PBSにより光路が分けられ，

一方を参照光，他方を測定光とした．測定光は透

明電極 FTO 付ガラス基板および四フッ化エチレ

ン 樹 脂 ス ペ ー サ (dILs=5mm)で イ オ ン 液 体

(1-Ethyl-3-methylimidazolium dicyanamide)を封止し

た試料セル ILs cell を透過後，ビームスプリッタ

BS，方位 45°の直線検光子 LP45°を通り，参照光

とフォトダイオード PD上で干渉する．イオン液

体はファンクションジェネレータ F.G.により光軸

方向に交流電圧が印加され，PD 検出信号は，ロ

ックインアンプ LIA1，LIA2 を用いて同期検出さ

れる．この時，PD で得られる光強度 IPD および

LIA2 で得られる位相変調振幅Routputは次式で表さ

れる． 
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ここで，nILs：イオン液体の屈折率，dILs：セルの

厚さ，β：屈折率変化率である．また，ミラーM1
に接着された PZT は本測定系の検出下限位相差

を求めるために用い，検出下限位相差は0.02°であ

った． 
３３３３．測定．測定．測定．測定結果結果結果結果  

y = 0.031 x
R² = 0.994 
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Fig. 2 Phase shifts of the ILs cell as function of 
amplitude of applied AC voltage (a) and frequency (b). 
 セルへの印加交流電圧の振幅および周波数を変

化させた時の位相シフトをFig. 2に示す．Fig.2(a)
より位相シフトは印加電圧振幅に対して線形に変

化し，イオン液体の 1次電気光学効果が確認され

た．また，Fig2(b)より位相シフトのカットオフ周

波数が 30 Hz近傍にあることが分かった． 
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